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                市民活動状況 

        （７月末日現在） 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３２ 団体 

  当センター登録団体数   １４６ 団体 

  来館者数             １，４０６人 

  印刷機利用枚数       ８，２３９枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・市民交流サロン・作業スペース・印刷機・紙折り機・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 

            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

    E-mail center@ryugasaki-shiminkatsudo.net  URL https://ryugasaki-shiminkatsudo.net 

２０２５年９月号 

 市民団体活動紹介シリーズ №４７「新日本婦人の会 」龍ケ崎支部 目指せ！市民活動日本一 

新日本婦人の会は、社会活動家平塚らいてう氏や絵本作家いわさきちひろ氏等の呼びかけ

で「女性とこどもの願いを実現し、ひとりひとりが大切にされる社会」を実現するために64年前に

結成され、国連NGO認証団体で全国に組織があります。 

私たちは龍ケ崎支部として活動しています。会員の「やりたいこと」を大切に、学習、おしゃべ

り、体操、脳トレなど月に1回班会として活動をしています。さらに平和な社会でないと私たちの要

求もかなえられないと、「平和憲法」を守る活動や「女性や子どもの権利」のための活動にも参加

しています。そのほか、絵手紙やカラオケ、お茶、映画鑑賞、日帰り旅などのサークルも定期的

に実施して好評です。 

世代を超えて何でも話し合える場となっていますが、会員も高齢化し、今の悩みは現役世代が

少ないことです。お気軽に体験会などに参加していただければ嬉しいです。 

連絡先 090-6306-3865 田中 

夏の星空観察＆交流会  

 

８月３日（日）１９：００～２０：３０ 天体写真家の田中千秋先生とこども星見隊の皆さんのご協力を頂き夏の星空観察

＆交流会を開催しました。 

始めに部屋で星空のお話と参加者の全員のお子さんからの活発な質問に、先生の大へん分かり易い解説をしてい

ただいてから屋外にて観察を始めました。 

大型天体望遠鏡６台を設置して準備万端でしたが、台風の影響もあり、雲の切れ目を待ちながら月といくつかの星

の観察をすることが出来ました。 

観察会の終わりには先生の撮影した天体写真のプレゼントもあり皆さん大変満足してお帰りになりました。 

冬の星空観察交流会も予定しております。ご期待ください。 

室内にて星空の解説 大型天体望遠鏡にて観察 大型天体望遠鏡にて月の観察 

「食」と「農」の学習会   「お茶」のサークル  



市補助金活用・講座のご案内  

 「龍ケ崎の道標を訪ねて『古を知る龍ケ崎の道標』」出版記念講座の報告 
 
 

  
  

 
 

市民活動サポート補助金活用相談会 

市民活動サポート補助金制度の活用を考えている団体を対象に、令和

６年度の活用事業例紹介や担当職員による申請手続方法の説明など

の相談会を開催します。参加は無料です。 

これからの活動へのヒントや他の市民活動団体とのつながり等にぜ

ひ、お役立てください。 

・日時：９月２７日（土曜日） 

１回目：午前１０時から午前１０時４５分 

２回目：午前１１時から午前１１時４５分 

・場所：市民活動センター２階パソコン室 

・定員：各回とも１団体３名まで計３団体９名（先着） 

・申込み：9月5日（金）9時～9月21日（日）17時まで（窓口または電話） 

・問合せ：龍ケ崎市市民活動センター ０２９７－６３－００３０ 
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8月24日（日）表題の講座を市民活動センター主催、市民環境会議文化環境部会の協力の下、当センターPC室

にて開催いたしました。参加者は31名、講師3名、スタッフ2名の計36名で、PC室は大入り満員となりました。 

講師は市民環境会議文化環境部会の枡田道隆さん、瀧口治義さん、後藤憲興さんで、それぞれ違う視点でお

話いただきました。 

桝田さんは文化環境部会の活動紹介からはじまり、冊子を制作するための調査に7年間を費やしたことや、冊

子の特徴、道標の種類、道標調査中のエピソードについてお話しいただきました。 

瀧口さんは調査された69基の中から地区別（旧町村別）に代表例を1基選んで詳細な解説をしていただきまし

た。そして、調査の過程で稲敷台地上の「小野（逢善寺）・阿波（大杉神社）道」が北側、中央、南側の3ルート存在

することが分かったそうです。 

後藤さんは「道標を100倍楽しむ方法」として「行く先」、「本来あった場所」、「正面」へのこだわりを述べられ、地

図に道標を実際に置いてみると、位置関係が分かってくる、と道標調査の面白さについてお話しいただきました。 

講座は文化環境部会の皆さんの7年間の思いが詰まっていて、予定されていた2時間では収まらず30分延長し

ました。それでも皆さんのお話がお上手でとても濃い内容でしたので、参加された皆さん最後まで熱心にお話を聞

いていただきました。アンケートによると大方が満足されたよう

です。 

市民環境会議文化環境部会の皆様ありがとうございまし

た。 

なお、市民活動センターでは、道標出版記念第２弾として

「道標巡りツアー」を開催します。馴柴・川原代地区の道標を巡

る予定です。日時集合場所は9月20日（土）AM9時30分馴柴小

学校駐車場集合。この件のお問い合わせは市民活動センター

にどうぞ。 

龍ケ崎まちづくり講座 

「観光とまちづくり―『無理しない』地域の在り方を考える―」 

「観光立国」が国家戦略とされてきましたが、日本の各地でオーバー

ツーリズムや観光公害などの副作用が顕在化し、多くの地域の人々や

観光の担い手は疲弊しています。そこで、無理のない地域の在り方を

参加者とともに考えていきましょう。 

・日時：１０月５日（日）１３時３０分～１５時３０分 

・場所：市民活動センター２階パソコン室 

・講師：福井一喜氏（流通経済大学大学院社会学研究科准教授） 

・定員：２５名 

・参加費：無料 

・申込み：９月５日（金）午前９時から窓口または電話で受付 

・問合せ：龍ケ崎市市民活動センター ０２９７－６３－００３０ 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庭
隅
の
シ
ャ
ガ
の
葉
裏
を
し
っ
か
り
と
鼈
甲

べ
っ
こ
う

色
の
空
蝉
が
抱
く 

 

塚
本 

節 

 

公
園
の
草
刈
り
作
業
は
暑
く
な
り
木
下
闇
へ
と
移
り
て
続
く 

 
 

中
村 

雅
彦 


